
「黒浜西中宣言」後の 携帯電話・スマートフォン調査（平成 27 年 2 月実施）から   回収率 80％ 

 

 
 
昨年１２月に、塩澤生徒会長から生徒の手による「黒浜西中宣言」が発表されました。 
その後、広報誌１００号別紙にて、各家庭にお届けしました。 
 （保存している家庭が 28％、見えるところに貼っている５％、見ました 55％、知らなかった 12％） 
今年度、携帯・ｽﾏﾎについては、所持した者はリスク（危険）も所持する。所持しないを原則とし、 

手のひらで光る機械が「愚者のランプ」か「賢者の利器」であるかは人しだい。 
銘ずべきは「囚（とら）われるなかれ」と、自分をコントロールする姿勢を求めてきました。 

 
この文明の利器について、平成２６年度、PTA 広報部が特集を組み、今回が、第３弾となります。
７月の保護者アンケート調査に続き、２月の調査結果です。 

所持率 

                    

                     

 

 

 

 

 

学年が上がるに従って数値は下がります。進路決定に向けて、学習時間の確保が必要な３年生ほど

学習時間の確保とリスクとのコントロールが求められます。 

 

平日１日の使用時間は、 

２時間までで 73%になり 

ます。３時間以上の使用 

が多かったのが２年です。 

SNS 別の調査では、 

トップが LINE で 73%、 

 YouTube が 50%、Twitter が 17%、Facebook、Instagram が 5%です。複数回答ですので、２～

３種類の SNS を使用しています。 

 

 

 

約束が「ある」と回答した御家庭が 84%、「ない」が 16%の 22 件でした。 

「ない」の理由としては、子供の自主性に任せているが多く、トラブルが無いからと続きます。 

しかし、今後について、約束を決めるつもり７件、子供と相談中４件と半数が約束づくりに前向き

になっています。素晴らしいことです。 

 

 

何らかのトラブルが原因で約束をした御家庭が１件、「西中宣言」をきっかけにした御家庭が３件 

です。西中宣言は子供と保護者の方が向きあうことを求めています。 

 

約束の内容は御家庭毎 

異なると思います。 

マナーやルールについ 

て厳しく躾けることも 

重要だと思います。 

内容確認まで踏み込ん 

でいる状況もあります。 

今後も、大切な子供達 

の健全育成を見守っていきましょう。                          

生徒調査（７月） 

「持たせている。」が 62％で 
「持たせていない。」が 38％は、変
化ありません。 
 
今回は、62%の内訳について調査し
ました。 
携帯電話･･･16% ｽﾏﾎ･･･46% 

携帯電話 

ｽﾏﾎ 

「持たせていない。」割合は、1 年 49%、2 年 35%、3 年 28% 
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